
 

 

 

 

 

2023年度 日本医科大学(後期) 
【 講 評 】 

今年は、大問[Ⅰ]が、発音・アクセント問題、語彙問題、正誤問題からなる単語・文法の問題、大問[Ⅱ]が、

４ページに及ぶ英文に関する読解問題、大問[Ⅲ]が、大問[Ⅱ]の内容を踏まえた自由英作文であった。昨年

度は、大問[Ⅰ]が読解問題、大問[Ⅱ]が単語・文法問題、大問[Ⅲ]が自由英作文であったので、大問の順番は

変わったが、大問の傾向自体の変更はなかった。大問[Ⅱ]の長文読解問題は、問題文の総語数が非常に多い

（2000 語程度）うえに、記述問題の答えの該当箇所が、問の順番通りに書かれていないので、該当箇所を

発見するのに苦労する。また、今年は、設問の文面の書き方がうまくないせいか、（あるいは出題者が本文

を読めていないせいか）答えをまとめるのに非常に苦労する問もあった。このような問題で時間をかけすぎ

ると、他の問題に手が回らなくなるので、解きやすい問題から処理することがポイントである。 

 

【 解 答 ・ 解 説 】 

[Ⅰ] 解答 

 問１ (1) ｃ (2) ｅ  

 問２ ｂ，ｃ，ｄ 

 問３ (1) ａ (2) ｂ 

  問４ (1) ｃ (2) ａ 

  問５ (1) ｄ (2) ｅ 

 問６ (1) ｃ (2) ｂ 

  問７ (1) ｄ (2) ｃ 

  問８ (1) (ａ) (2) (ｃ) (3) (ａ) (4) (ｂ) (5) (ｄ) 

 

解説 

問１ (1) -ion で終わる単語は、その前の母音にアクセントがある。 

        したがって、competition は第３音節にアクセントがある。com-pe-tí-tion。 

   (2) competition の発音は[kampətíʃən]。したがって、第１アクセントが置かれる母音は[i]「イ」。 

        選択肢の単語の発音は以下の通り。 

    a. consolidate [kənsálədeit] 

        b. customer [kʌ́stəmər] 

        c. illigal [ilíːgəl] 

        d. interpretation [intəːrprətéiʃən] 

        e. validity [vəlídəti]  

        したがって、第１アクセントが置かれる母音が competition と同じものは e である。 

問２ compliance の発音は[kəmpláiəns]。したがって、[ai]という発音を持つ単語を選ぶ。 

   選択肢の単語の発音は以下の通り。 

解答速報 英語 



 

 

    a. bleak [blíːk] 

        b. flight [fláit] 

        c. height [háit] 

    d. recite [risáit] 

        e. taint [téint] 

        したがって、[ai]という母音を持つ単語は、b, c, d。 

問３ (1) to go onto a ship 

        「船に乗り込む」 

   (2) to eagerly accept a new idea, opinion, or religion 

        「新たな考え、意見、あるいは、宗教を熱心に受け入れる」 

     a. embark「（船や飛行機に）乗り込む」 

     b. embrace「～を抱きしめる、（思想、意見）を受け入れる」 

     c. endorse「～を承認する、～を支持する」 

     d. enforce「(法)を施行する、～を強化する」 

     e. entail「～を伴う」 

     したがって、(1)が a、(2)が b。 

  問４ (1) to live in a particular place 

            「特定の場所に住む」 

     (2) to be greater in power, status, or importance 

            「力、立場、あるいは、重要性で優勢になる」 

a. reign「君臨する、支配する、行き渡る」 

      b. render（render O C で）「O を C にする」 

      c. reside「住む、居住する」 

      d. resign「辞職する、退職する」 

      e. restore「～を回復する」 

      したがって、(1)が c、(2)が a。 

  問５ (1) to grow, develop, or to be successful 

            「成長する、発達する、あるいは、成功する」 

     (2) to say something or to make a sound with your voice 

            「何かを言う、あるいは、声を出す」 

      a. adhere「付着する、執着する」 

      b. prevail「広まる、行き渡る」 

      c. startle「～をびっくりさせる」 

      d. thrive「繫栄する、よく育つ」 

      e. utter「（声、言葉）を発する」 

      したがって、(1)が d、(2)が e。 

  問６ (1) very great sadness, especially at the death of someone 

            「非常に大きな悲しみ、特に、誰かの死に対する悲しみ」 

     (2) the crime of gaining money by lying 

            「嘘をついて金を得るという犯罪」 



 

 

       a. fluid「流体、液体」 

      b. fraud「詐欺」 

      c. grief「（人の死などによる）深い悲しみ」 

      d. plague「疫病、伝染病、災害、悩みの種」 

      e. verdict「評決、裁定」 

      したがって、(1)は c、(2)は b。 

  問７ (1) cruel, or determined to succeed without caring about others 

            「残酷な、あるいは、他の人を気遣うことなしに成功しようと決意した」 

     (2) careless of consequences 

            「結果については気にしていない」 

      a. deceased「死んだ」 

      b. numb「感覚のない、麻痺した、しびれた」 

      c. reckless「向こう見ずな、無謀な」 

      d. ruthless「容赦のない、無慈悲な」 

      e. unanimous「満場一致の」 

      したがって、(1)は d、(2)が c。 

  問８ (1) (a)：in 8 November 1895 → on 8 November 1895 

日付の 8 と結びつく前置詞なので on を用いる。  

(2) (c)：almost substances → almost all substances または most substances。 

almost＋A は「ほぼ完全に A」という意味。almost substances だと「ほぼ完全に物質」とな

り意味をなさない。（almost は副詞だから名詞の前には置けないという説明を耳にするが、そ

れは誤りである。It’s almost dinner time.「ほぼ完全に夕食の時間です。→そろそろ夕食の時

間よ。」といったように、almost は名詞の前に添えることも可能である。） 

almost を用いるなら、almost all substances（「ほぼ完全に全ての物資→ほとんどの物質」）

とすべきである。また、「ほぼ全ての」という意味の形容詞 most を用いて most substances

という表現も可能である。 

(3) (a)：became to locate → came to locate 

    「～するようになる」は、come toＶ～。また、come to be～ ＝ become～である。したが

って、become toV～とは言わない。 

(4) (b)：medical → medicine 

       medical は形容詞。前に前置詞があるので、名詞 medicine にすべき。 

(5) (d)：inherently → inherent 

         inherently in X-rays の部分が、前の the risks を修飾する形容詞句であるので、副詞

inherently を形容詞に変え、inherent in X-rays としなければならない。the risks inherent 

in X-rays「X 線に特有の危険」。 

     

 

  



 

 

[Ⅱ] 解答 

 問１ １ separating ２ continue ３ caring ４ considered ５ include  ６ diminishes 

問２  ６：全ての学校で、全ての生徒のために適切な体育の授業を毎日行うということ。 

問３ ５：走り回り、身の回りの世界を探求したいという、人間が生物として生まれ持っている本能。 

問４ 医学界は、病の治療にばかり目を向けてきたが、人間の健康のためには、人間が昔から受け継いで

きた基本的な性質に注目する必要があるということを無視してきたということ。 

問５（い）：第３段落の第８文で、「親がスポーツクラブに入会させた子供の 75％が 15 歳までに止めてし

まった。」と述べ、親がスポーツクラブに子供を入会させても、後の子供の健康にはあまり効果

がないことを示唆している。このことが、選択肢(い)の内容と矛盾するから。 

  （え）：第８段落の第２文と第４文で、「アメリカの高校では、身体の健康のための予算の 86％が、一

握りの生徒が参加する運動部のために充てられ、全員が参加する体育の授業には予算の 14％し

か充てられていない」と述べ、予算の充て方の問題を指摘している。このことが、選択肢(え)

の内容と矛盾するから。 

問６ ａ，ｂ，ｄ 

  問７ ｃ，ｄ 

  問８ ｄ 

問９ ｂ 

  問 10 ａ 

    問 11 ｃ 

問 12 ｂ 

問 13 ｄ 

問 14 ａ 

 

解説 

  問１ １ separating： 

There is no   1   our physical being from our mental and emotional beings. 

「私たちの身体面での存在を私たちの精神面、感情面の存在から  1 ことはできない。」 

この文中には from があるので、from～を伴う動詞に目をつける。選択肢の中で from～を伴う

動詞は、separate しかない。separate A from B「A を B から切り離す」。なお、There is no

に続く動詞の形は-ing 形である。There is no Ving～「～できない」。 

     ２ ：continue： 

        If we were to maintain and nurture our youngsters’ physical identity, they would   2   

                being the busy, inquisitive people they started as,～ 

        「仮に、私たちの子供たちの身体的アイデンティティーを維持し、育むとすれば、子供たちは、

生まれた時と変わらず忙しく動き回り、探求心がある人間であり  2  だろう。 

        第５段落の第４文で、「子供は、生得的に身体的アイデンティティーを持っていて、活発な、好

奇心旺盛な、運動好きな、想像力豊かな生物として生まれる。」と言っている。つまり、子供が

生まれた時には、生得的な身体的アイデンティティーのおかげで、活発であり、好奇心旺盛な

のである。したがって、この身体的アイデンティティーを維持できれば、子供は忙しく動き回



 

 

り、探求心がある人間であり続けることができる、ということになる。したがって、空所には

continue が入る。 

 ３ caring： 

       In my 35-year career as a sports medicine surgeon   3   for athletes and nonathletes, I 

have observed an ever-widening divide between these two groups. 

       「運動競技選手とそうでない人々を  3  スポーツ医学の外科医として 35 年間働いてきた間

に、この２つのグループの差がどんどん広がっていることを目撃してきた。」 

       空所の後ろの for があるので、for～を伴う動詞に目をつける。選択肢の中で for～を伴う動詞

は care しかない。care for～「～を世話する、～をケアする」。なお、  3   for athletes and 

nonathletes は、前の a sports medicine surgeon を修飾する表現と考えると構造上正しい文

になるので、caring(現在分詞)にするとよい。 

    ４ considered： 

       Play, as opposed to sports, is generally   4   an activity where children are making their 

own decisions. 

       「遊びは、スポーツとは違い、一般的に子供たちが自分で決定を下す活動  4  。」 

              Play と an activity where～は、意味的にイコールの関係ある。したがって、an activity where

～は補語である。 

Play, as opposed to sports, is generally   4   an activity where～ 

 S                 V    C 

空所に現在分詞が入るのなら第２文型の動詞の進行形であり、空所に過去分詞が入るのなら

第５文型の動詞の受動態ということになる。選択肢で、補語を伴うことができる動詞は、第２

文型を作る grow と第５文型を作る consider だけであるが、grow は、形容詞を補語における

が、名詞を補語に置けない。第５文型の consider は、補語に、形容詞も名詞も置ける。した

がって、空所には consider の過去分詞を入れ、受動態にする。 

    ５ include： 

        The physical benefits of play   5   refining our cardiovascular, respiratory, nervous, 

musculoskeletal, and endocrine systems to live a healthy and happy life. 

              「遊びがもたらす身体面の利益は、私たちの心血管系、呼吸器系、神経系、筋骨格系、そして、

内分泌系の機能を高め、健康で幸せな生活を送れるようになること  5  。」 

       refining 以下が The physical benefits of play の具体例なので、具体例を紹介する動詞である

include が入る。 

６ diminishes： 

         Although play behavior   6   as we move into adulthood, it is present in other species 

well through what we would consider adolescence. 

              「遊びの行動は、私たちが大人になるにつれて  6  けども、人間以外の種では、私たちが青

年期と考える時期に十分入っても、遊びの行動は存在する。」 

       この文は、Although 節で、遊びの行動に関する人間の特徴を説明し、主節では、これと対比

的な人間以外の種の特徴を説明している。したがって、空所には、主節の is present とは対

比的な「存在しなくなる」といった意味合いの動詞が入る。選択肢のこの意味合いがある動詞

は、diminish（「減る、衰える」）である。主語が３人称単数なので、diminishes にする。 



 

 

  問２ the specific proposal the author makes to deal with this crisis（「この危機[=アメリカで蔓延してい

る健康面の危機]に対処するために筆者が提示している具体的な提案」）が最も明確に説明されている

段落とその内容を答える問題。第６段落の最終文で、The good news is that we have the ability to 

immediately address this crisis: institute a proper, daily PE program for all students, in all schools.

（「幸い、私たちは、直ちにこの危機に対処することができる。つまり、適切な、毎日の体育のプロ

グラムを実行に移すことだ。」）でこの危機への対処法が端的に述べられている。第９段落の第５文以

下でも、Schools that have adopted a cultural change in PE (daily, high-energy exercise), as well 

as getting ultra-processed foods out of the cafeteria, have measured not just improvement in 

overall student health, but improved performance in the classroom as well.  This change should 

be implemented not just in a few enlightened schools but worldwide～（「学食から超加工食品を排

除し、体育のやり方を変えた(毎日、高エネルギー運動するようにした)学校では、学生の健康全般が

向上したのみならず授業の成績も向上した。この変化は、一握りの賢明な学校においてのみならず、

世界中で実行されるべきだ。～」）と述べており、第６段落の最終文の主張を、具体例を用いて説明

している。したがって、ここも解答になり得るが、設問には「最も明確に説明されている」とあるの

で、「この危機への対処法」であることを明確に述べている第６段落の最終文が設問の該当箇所であ

ると考えるべきであろう。 

  問３ the term the author is referring to by “something positive that is already in our genes”（「『私たち

の遺伝子の中に既にある積極的な面』という表現によって、筆者が指している用語」の内容を最も明

確に説明している段落とその内容を答える問題。第５段落で、physical identity について、

preprogrammed（「先天的にプログラムされた」）、built-in（「先天的に組み込まれた」）、an innate 

aspect of biology, present in all mammals as part of our “primitive” brain genetics(「私たちの『原

始的な』脳の遺伝的特徴の一部として全ての哺乳類に存在する生物としての先天的な面」)と繰り返

し述べている。したがって、この physical identity が、設問の“something positive that is already 

in our genes”（「私たちの遺伝子の中に既にある積極的な面」）であることがわかる。第 5 段落で述べ

られている physical identity の説明を拾うと次のようなものがある。 

(1) how we move, how we explore the outdoors, how we respond to nature 

「私たちの動き方、まわりの世界の探求の仕方、自然への反応の仕方」 

(2) our preprogrammed way of relating to the world around us 

「先天的に組み込まれたまわりの世界との関わり方」 

(3) the desire to run and discover what is around them 

 「走り回り、まわりにあるものを発見したいという願望」 

(4) an innate aspect of biology, present in all mammals as part of our “primitive” brain genetics 

「私たちの『原始的な』脳の遺伝的特徴の一部として全ての哺乳類に存在する生物としての先天的

な面」 

この中で設問の something positive（「積極的な面」）に当たるのは、(3)なので、(3)を中心に解答を

まとめるとよい。 

  問４ We failed to notice that there is more to health than building bigger hospitals. 

          「健康には、より大きな病院を建築すること以上に重要なことがあることに私たちは気づかなかっ

た。」 



 

 

     この下線部の具体的な意味を、“we”と“there is more to health”が示すものを明らかにして、説明す

る問題。２文前に、As the medical establishment（「医学界として」）とあるので、「私たち」とは、

「医学界の人々」であることがわかる。また、there is more to A than B は、「A には B 以外にも重

要な面がある」という表現。したがって、there is more to health than building bigger hospitals.

は、「健康には、より大きな病院を建築すること以外にも重要なことがある」という訳になるが、

building bigger hospitals は、前文の chasing cures for diseases の言い換えであり、問題となって

いる箇所の意味は、「健康には、病を治療すること以外にも重要な面がある」ということである。設

問では「“there is more to health”が示すものを明らかにして」とあるが、実際には、「more（病を治

療すること以外の重要な面）が示すものを明らかにして」ということであろう。第 12 段落の最終文

で、Sometimes health is more primitive, more basic, than we give it credit for.（「時には、健康は、

私たちが信じている以上に原始的な、基本的なものである。」）と述べているが、これは、there is more 

to health than building bigger hospitals.とほぼ同じ趣旨のことを述べている。したがって、more と

は、「私たちが原始時代から受け継いだ様々な基本的な性質」であることがわかる。 

  問５（あ）「筆者は、身体的な健康が、理系科目で秀でることと関わっていると指摘している。」 

       第２段落の最終文で「健康なしには、STEM（科学、技術、工学、数学）の天才になることは難し

い」と述べている。この文と選択肢の内容が一致している。 

（い）「親が子供をある種のスポーツクラブに入会させれば、ほとんどの子供が、大人になっても身体の

健康は維持できると筆者は示唆している。」 

第３段落の第８文で、「親がスポーツクラブに入会させた子供の 75％が 15 歳までに止めてしまっ

た。」と述べ、親がスポーツクラブに子供を入会させても、後の子供の健康にはあまり効果がない

ことを示唆している。このことと選択肢の内容が矛盾する。 

（う）「スポーツと遊びに重要な違いを生むことに大人が役割を果たしていると筆者は信じている。」 

       第 14 段落の第 2 文で「遊びは、スポーツとは違い、一般的に子供が自分で意思決定している活動

だと考えられている。」と述べ、第 14 段落の最終文で、「スポーツに似ているが、ひとたび大人が

関わると、遊びが持つ状況を著しく変えてしまう。」と述べている。この２文で、「大人がスポーツ

に関わり、スポーツを遊びとは違うものにしている。」と筆者は示唆している。このことと選択肢

の内容が一致している。 

（え）「身体の健康のための学校の予算は、体育のプログラムに適切に割り当てられていると筆者は主

張している。」 

  第８段落の第２文と第４文で、「アメリカの高校では、身体の健康のための予算の 86％が、一握り

の生徒が参加する運動部のために充てられ、全員が参加する体育の授業には予算の 14％しか充て

られていない」と述べ、予算の充て方の問題を指摘している。このことと選択肢の内容は矛盾する。 

  （お）「運動やそれに似た活動は、個人にも社会にも利益があると筆者は指摘している。」 

第６段落の第１文と第２文で、身体的活動や外で遊ぶことや運動がもたらす個人への利益と、社

会への利益の説明をしている。このことと選択肢の内容が一致している。 

  問６  a.「一日につき１マイル移動することは、健康の専門家が今日推奨している基準を満たしている。」 

      第４段落の第３文で、「今日、健康の専門家は、だいたい５マイル歩いたり、走ったりするという低

い目標を設定している。」と述べている。したがって、選択肢は本文と一致しない。 

     b.「高校の 14％だけが、体育のプログラムを必要としてきた。」 



 

 

      本文では、14％という数値は、第８段落の第３文でしか使われていないが、その文での 14％とは、

「学校の運動面での予算が体育に使われる割合」を表している。したがって、選択肢は本文と一致

しない。 

     c.「高校生の過半数は、高校のスポーツに参加していない。」 

      第８段落２文で「生徒のほんの一部だけが、高校でスポーツを行っている。」と述べている。したが

って、選択肢は本文と一致しない。 

     d.「アメリカ合衆国の子供の 30％が肥満（obese）である。」 

      第１段落の第４文で、「アメリカの子供の 30％が過体重（overweight）であり、20％が肥満（obese）

の基準を満たしている。」と述べている。このことから、30％という数値は、過体重（overweight）

の子供の割合であり、肥満（obese）の子供の割合ではない。したがって、選択肢は本文と一致しな

い。ちなみに、WHO は、BMI が 25 以上 30 未満を overweight、30 以上を obese と定義している

ことを、医学部を目指す諸君は知っておくべきだろう。 

  問７ a.「目標思考の子供たちは、スポーツで成功する可能性がより高い。」 

      第 15 段落の第８文で、「目標思考の者は、結局は、敗北を経験し、スポーツに興味を失う危険性が

ある。」と述べている。したがって、選択肢は本文と一致しない。 

     b.「遊びは、子供が外部から与えられる動機（extrinsic motivation）を発達させるのに役立つ。」 

      第 15 段落の第４文以降で、“task orientation”（「課題指向」）と“goal orientation”（「目標思考」）

の違いが述べられている。「課題指向」の者は、結果がどうであれ、学習し、向上し、友達と競い合

う過程を楽しみ、遊びたいという気持ちが心の内側から沸いてくる（intrinsically motivated）が、

「目標指向」の者は、勝つという目標に集中し、外部から動機付けを受ける（extrinsically motivated）

と述べている。このことから、遊びは intrinsic motivation によって行うものであり、extrinsic 

motivation とは無関係なものであることがわかる。したがって、選択肢は本文と一致しない。 

     c.「闘争・逃走反応は、原始的な脳によってコントロールされている。」 

      闘争・逃走反応と、原始的な脳の関係については、第 13 段落の第６文以降に書かれている。第 13

段落の第６文では、「大昔から受け継いでいる闘争・逃走反応を引き起こすのに、マウンテン・ライ

オンに出会う必要はない。」と述べている。そして、第 13 段落の第９文では、「森の中を歩いたり、

車を運転したりすることを避けても、原始的な脳の反応によって、私たちの行動は左右される。」と

述べている。このことから、今でも、大昔から受け継いでいる人間の脳の原始的な面によって、闘

争・逃走反応が生じていることがわかる。したがって、選択肢は本文と一致する。 

     d.「原始的な脳が、人間の子供に遊びたいという気持ちにさせる。」 

      第 13 段落の第 11 文で「私たちの原始的な脳と、このようにつながりを断つことは、私たちの自然

な状態ではない。」と述べ、第 13 文では、「自然な状態では、私たちは動き回り、子供の時には遊

ぶのだ。」と述べている。このことから、「原始的な脳が機能している自然な状態では、子供たちは

遊ぶ」ということがわかる。この内容と選択肢は一致する。 

  問８ a. depression「うつ状態、うつ病」 

     b. diabetes「糖尿病」 

     c. obesity「肥満」 

     d. smoking「喫煙」 

     筆者が話題にしている健康面の危機の例として挙げられていないものを選ぶ問題。健康面の危機の例

は、第１段落で挙げられている。肥満、糖尿病、うつ病、ストレス、不安症などである。したがって、



 

 

smoking が例としては挙げられていない。確かに、第１段落の最終文で、cigarette smokers という

表現が使われているが、筆者が問題にしている健康面の危機とは、子供の健康面の危機であり、その

ような危機にある子供は、病に罹り、早死にするという点で、大人の喫煙者と同じだと述べているだ

けである。したがって、筆者が話題としている健康面の危機と喫煙は無関係である。 

  問９ a.「第１段落の主張と対比的な主張を述べている。」 

     b.「第１段落の考えを具体的に示す例をさらに挙げている。」 

     c.「第１段落の考えの原因(？)の概略を述べている。」 

     d.「本文全体の趣旨を提示している。」 

      第２段落が書かれている目的を選ぶ問題。第２段落の第１文で、Lack of fitness affects not just 

physical and mental health but everything about young people’s lives.（「健康でなくなっている

ことは、身体の健康、精神の健康に影響を及ぼすのみならず、若者の生活のあらゆることに影響を

及ぼす。」）と書いてある。not just/not only  A  but  B （「 A のみならず B も」）は A に既

に述べられている情報（旧情報）、 B にこれから説明する情報（新情報）が置かれることが多い。

したがって、前の段落では、健康の危機の physical and mental health への影響のことが書かれて

おり、第２段落では everything about young people’s lives への影響のことが追加的に書かれてい

ることがわかる。したがって、ｂを選ぶ。 

  問 10  a. barely「ほとんど～ない、かろうじて～」 

     b. joyfully「うれしそうに」 

     c. merely「単に」 

     d. thoroughly「完全に、徹底的に」 

          選択肢の中で、Children born today can spend their entire lives   A   moving.の  A  に入る語

を選ぶ問題。この文の次の文からは、「家での娯楽は、単にボタンを押すことしか必要としない」、「子

供たちは外では遊ばない」、「子供たちは友達と一緒にゲームを作ったりしない」、「子供たちは学校に

歩いて通わない」といったように、子供があまり身体を動かさなくなっていることの例を挙げている。

したがって、  A  に barely を入れ、「今日の子供たちは、ほとんど動かずに一生を過ごすことがで

きる。」とするのがよい。 

  問 11 a. On the contrary「それどころか」 

     b. On the other hand「一方」 

     c. To make matters worse「さらに悪いことに」 

     d. To our relief「安心したことに」 

          選択肢の中で、  B  , after they finish high school or college, whether white collar or blue collar, 

the majority will have jobs in front of yet another computer screen.の  B  に入る表現を選ぶ問題。

直前の文では、「子供の大多数が放課後は、画面を眺め、超加工食品を食べながら、家の中でゆったり

過ごす。」と述べており、「子供が身体を動かさない現状」を説明している。  B  以降では、「学校を

卒業した後の職場でも、過半数が身体を動かさない仕事に就くという現状」を述べている。したがっ

て、悪い事態を追加して述べる場合に用いる表現である To make matters worse（「さらに悪いこと

に」）を空所に入れる。 

  問 12 a. are constantly adapting to our environment「たえず環境に適応している」 

     b. are not being used as they were designed「本来の目的通りには使われていない」 

     c. have evolved beyond those of hunter-gathers「狩猟採集の民の身体を超えて進化した」 



 

 

     d. seem to have evolved to move less「進化して以前ほど動かなくなったようである」 

          選択肢の中で、Our bodies   C  .の  C  に入る表現を選ぶ問題。第４段落の第２文では、「私たち

は狩猟・採集の民であり、毎日９時間～12 時間歩いたり、走ったりして、非常に様々な新鮮な食べ物

を食べるように作られ、プログラムされている。」と述べている。そして、第４段落の第４文では、

「（今日では）５マイル歩く者さえ、少数派であり、ほとんどの人は、１マイルも歩かず、糖分、塩分、

そして、得体の知れない化学物質でいっぱいの食べ物を食べている。」と述べている。したがって、私

たちの身体は「本来の目的通りには使われていない」ということになるので、選択肢ｂを選ぶ。 

  問 13 動詞 implement「～を実行する」は、基本単語として覚えておくべき単語である。implement に最

も近い意味の単語は、選択肢 d の realize「～を実現する」である。implement の意味を知らなくて

も、This change should be implemented not just in a few enlightened schools but worldwide（「こ

の変化は、一握りの賢明な学校でのみならず、世界中で implement されるべきだ。」）という文の中

では、implement が「(変化)を生み出す、(変化)を実現する」などのような意味であることは明らか

であろう。 

  問 14   D   our terrific doctors, dentists, medicines, baby formulas, antiseptics, and anything else you 

can think of that has made us “civilized,” teenagers today are not as healthy as their hunter-

gatherer ancestors.に入る表現を選ぶ問題だが、選択肢にあるそれぞれの表現の文法構造上の性質

が異なるので、まず、この文の構造を理解すべきである。この文の構造は次の通りである、 

        D   our terrific doctors, dentists, medicines, baby formulas, antiseptics,  

and anything else  (関係代名詞の省略) you can think of ●    ←関係詞節の 

that(関係代名詞) ● has made us “civilized”    二重限定 

      teenagers today are not as healthy as their hunter-gatherer ancestors. 

               S      V           C 

         したがって、  D  は、our terrific doctors, dentists, medicines, baby formulas, antiseptics, and 

anything else～という名詞の固まりを伴って、全体として副詞句を作る前置詞であることがわかる。

つまり、  D  には、選択肢 a の Despite か、選択肢 c の Thanks to が入る。意味的には、「すばら

しい医者、歯医者、薬、粉ミルク、消毒液、そして、私たちが考えつく、私たちを文明化している

ほかのあらゆるものがあるにもかかわらず、ティーンエイジャーたちは、狩猟採集の祖先たちほど

健康でない。」とするのがよい。したがって、Despite を選ぶ。 

 

 

  



 

 

[Ⅲ] 解答 

    The author views play as an activity where children, making decisions on their own, develop their 

physical, cognitive, and social skills, their physical functions and their physical identity, allowing them 

to live a heathy and happy life.  I agree with him.  Play has helped me considerably to develop my 

physical identity.  When I was in elementary school, I played with friends after school almost every day, 

moving round on a bike, playing hide and seek, or playing baseball.  Those experiences have had a great 

influence on my physical identity.  I am still very fond of outdoor activities, like camping, hiking and 

fishing, and enjoy such activities with friends. 

   

  解説 

    問題[Ⅱ]の本文で述べられている「遊び」についての筆者の考えを要約し、遊びが自分の「身体的アイデン

ティティー」をどの程度発達させたかを説明する問題である。「遊び」についての筆者の考えは、主に第

14 段落に書かれている。第 14 段落に書かれていることは次の４つである。 

   ①遊びは、身体的アイデンティティーの土台となるものである。 

   ②遊びは、子供が自分で意思決定する活動である。 

   ③遊びは、子供の、身体面、認知面、そして、社会面の技能を発達させる。 

④遊びは、心血管系、呼吸器系、神経系、筋骨格系、そして、内分泌系の機能を高めて、健康で幸せな

生活を送れるようにしてくれる。 

  したがって、「遊び」についての筆者の考えの要約には、これらの事項が盛り込まれていることがポイント

である。 
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